
ま
え
に
「
狐
輝
き
研
究
史
」
（
日
本
医
史
学
雑
誌
、
第
二
九
巻
第
四

号
、
一
九
八
三
年
）
を
か
い
た
と
き
、
狐
憲
き
の
「
持
ち
筋
」
地
帯

に
お
け
る
特
徴
に
は
ど
ん
な
も
の
が
あ
る
か
、
と
の
問
題
を
提
起

し
な
が
ら
、
そ
こ
で
は
こ
れ
に
充
分
に
こ
た
え
る
こ
と
は
な
か
っ

た
。
今
回
南
博
編
『
近
代
庶
民
生
活
誌
⑳
病
気
・
衛
生
』
（
三
一
書

房
・
東
京
、
一
九
九
五
年
）
の
編
集
へ
の
協
力
を
酒
井
シ
ヅ
さ
ん
に

も
と
め
ら
れ
て
、
と
も
に
編
集
に
あ
た
っ
た
。
こ
こ
に
は
憲
き
も

の
関
係
で
は
、
一
八
九
七
年
に
呉
秀
三
に
主
と
し
て
広
島
県
下
の

医
師
か
ら
よ
せ
ら
れ
た
報
告
（
こ
れ
か
ら
「
呉
文
書
」
と
い
う
）
お
よ

び
、
従
来
無
視
あ
る
い
は
軽
視
さ
れ
て
き
た
島
村
俊
一
に
よ
る
島

根
県
の
現
地
報
告
二
八
九
二
’
九
三
年
）
、
荒
木
蒼
太
郎
に
よ
る
徳

島
県
の
現
地
報
告
（
一
九
○
○
年
）
、
お
な
じ
く
荒
木
に
よ
る
一
論
文

（
同
年
）
を
お
さ
め
た
。
校
正
し
な
が
ら
、
「
や
っ
ぱ
り
ち
が
う
な
」

２
懸
き
も
の
再
論

岡
田
靖
雄

と
の
感
じ
が
つ
よ
ま
っ
て
き
た
。
非
持
ち
筋
地
帯
で
の
事
例
と
ど

の
よ
う
に
ち
が
う
の
か
、
解
明
し
よ
う
と
し
た
の
が
今
回
の
報
告

で
あ
る
。

東
京
脳
病
院
長
で
あ
っ
た
後
藤
省
吾
の
「
想
依
妄
想
二
就
テ
」

（
一
九
○
八
年
）
に
よ
れ
ば
、
四
八
例
の
う
ち
、
つ
い
た
の
は
狐
二

二
、
狐
お
よ
び
他
動
物
四
、
狐
お
よ
び
神
仏
魔
の
類
い
六
、
他
動

物
六
、
神
仏
一
○
で
、
動
物
瀝
き
が
三
八
例
（
狐
二
六
例
）
と
な
る
。

つ
ま
り
、
当
時
の
東
京
で
も
輝
き
も
の
は
圧
倒
的
に
動
物
源
き
で

あ
っ
た
。
わ
た
し
が
調
査
し
た
限
り
で
、
維
新
後
の
医
学
的
瀝
き

も
の
報
告
で
最
初
の
も
の
は
、
高
知
県
か
ら
の
江
澤
圭
磨
「
犬
神

附
或
ハ
狸
神
附
ノ
説
」
（
一
八
七
九
年
）
で
あ
る
。
事
例
は
五
歳
二

か
月
の
女
子
で
、
そ
こ
の
老
婆
が
犬
神
持
ち
と
さ
れ
る
隣
家
に
遊

び
に
い
っ
て
悪
感
戦
傑
が
お
こ
り
、
帰
宅
後
臥
床
し
た
。
往
診
す

る
と
、
そ
の
老
婆
に
に
た
言
語
動
作
を
し
て
い
る
の
で
、
と
い
た

だ
す
と
、
茄
子
が
た
く
さ
ん
な
っ
て
い
る
の
に
く
れ
て
も
い
い
じ

ゃ
な
い
か
、
自
分
は
隣
家
主
人
の
母
だ
、
な
ど
、
こ
た
え
た
。
父

が
か
え
っ
て
き
て
、
そ
の
子
を
お
ど
し
つ
け
る
と
、
隣
家
に
は
し

っ
て
い
っ
て
地
に
た
お
れ
、
約
二
四
時
間
で
平
生
に
復
し
た
、
と

あ
る
。
「
犬
神
附
」
と
さ
れ
る
こ
の
事
例
で
、
老
婆
が
犬
神
持
ち
で
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あ
る
ほ
か
に
は
、
犬
神
の
姿
は
で
て
い
な
い
。
女
子
が
呈
す
る
状

態
は
、
老
婆
の
生
き
霊
が
つ
い
た
と
す
る
ほ
う
が
理
解
し
や
す
い
。

ま
た
病
態
の
持
続
は
二
四
時
間
と
み
じ
か
く
、
そ
の
経
過
は
発
作

と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
一
九
○
二
年
ま
で
の
資
料
に
よ
っ
て
、
持
ち
筋
地
帯

と
推
察
さ
れ
る
地
域
（
甲
地
）
お
よ
び
持
ち
筋
地
帯
で
な
い
と
推
察

さ
れ
る
地
域
（
乙
地
）
か
ら
の
動
物
葱
き
事
例
を
え
ら
ん
で
比
較
検

討
し
、
い
く
つ
か
の
事
項
に
つ
い
て
は
統
計
学
的
検
定
（
カ
イ
ニ
乗

法
）
も
お
こ
な
っ
た
。
甲
地
事
例
は
、
江
澤
報
告
の
一
例
、
島
村
報

告
の
一
六
例
、
伊
藤
隼
三
報
告
（
米
子
、
一
八
八
四
年
）
の
一
例
、

呉
文
書
か
ら
の
一
○
例
、
荒
木
報
告
か
ら
の
二
○
例
、
計
四
八
例

で
あ
る
。
乙
地
事
例
は
、
若
杉
喜
三
郎
報
告
（
新
潟
県
、
一
八
九
一

年
）
の
一
例
、
東
京
帝
国
大
学
医
科
大
学
精
神
病
学
教
室
教
室
員
に

よ
る
「
精
神
病
者
実
験
記
事
」
（
一
八
九
○
’
九
六
年
）
か
ら
の
二

例
、
榊
俶
報
告
（
東
京
府
巣
鴨
病
院
、
一
八
九
三
年
）
か
ら
の
一
二
例
、

荒
木
報
告
か
ら
の
三
例
、
門
脇
眞
枝
（
東
京
府
巣
鴨
病
院
）
の
『
狐

原
病
新
論
」
（
博
文
館
・
東
京
、
一
九
○
二
年
）
か
ら
の
一
九
例
、
計

四
六
例
で
あ
る
。
諸
論
文
で
懸
き
も
の
例
と
さ
れ
て
い
て
も
不
適

荒
木
報
告
か
ら
の
三
例
、
串

原
病
新
論
」
（
博
文
館
・
東
京

四
六
例
で
あ
る
。
諸
論
文
一

切
な
何
例
か
は
の
ぞ
い
た
。

甲
地
で
女
は
三
三
例
、
乙
地
で
二
四
例
で
、
甲
地
で
女
が
お
お

い
が
、
有
意
差
は
な
い
。
「
こ
う
い
う
物
が
ほ
し
く
て
き
た
」
、
「
こ

ん
な
怨
み
か
ら
き
た
」
な
ど
い
う
の
が
甲
地
で
三
一
例
、
乙
地
で

一
例
で
、
有
意
差
が
あ
る
。
自
分
の
内
部
に
人
狐
な
ど
が
は
い
っ

た
と
す
る
の
が
甲
地
で
一
例
で
、
乙
地
で
は
一
六
例
で
有
意
差
が

あ
る
。
つ
い
た
と
さ
れ
る
動
物
の
よ
う
に
ふ
る
ま
う
変
身
妄
想
は
、

甲
地
で
二
例
、
乙
地
で
六
例
で
、
い
ず
れ
で
も
お
お
い
も
の
で
は

な
い
。
つ
い
た
も
の
が
複
数
で
あ
る
の
は
甲
地
で
二
例
、
乙
地
で

五
例
。
葱
き
も
の
状
態
の
持
続
期
間
に
は
っ
き
り
し
た
差
は
な
い
・

種
き
も
の
状
態
の
精
神
症
状
が
、
渥
き
も
の
症
状
に
か
ぎ
ら
れ
る

純
粋
型
と
い
う
べ
き
も
の
は
甲
地
で
一
四
例
で
、
乙
地
で
は
な
い
。

そ
れ
が
か
な
り
複
雑
な
も
の
は
、
甲
地
で
二
○
例
、
乙
地
で
三
三

例
で
有
意
差
が
あ
る
。
か
な
り
お
も
い
身
体
疾
患
が
あ
っ
て
む
し

ろ
症
状
精
神
疾
患
と
す
べ
き
も
の
は
甲
地
で
一
○
例
あ
っ
た
が
、

乙
地
で
は
な
い
（
う
ち
甲
地
で
の
一
例
は
本
来
の
精
神
症
状
を
か
い
て

い
て
、
身
体
疾
患
を
葱
き
も
の
に
よ
る
と
解
釈
し
て
い
る
も
の
）
。

（
精
神
科
医
療
史
研
究
会
）
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